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Web アンケート調査データを用いて，まず 15 の行事食ごとに消費者属性別の喫食割合を集
計し，χ二乗検定により喫食割合の傾向を確認した。 
その結果，年中行事の行事食を喫食する場面においての各食事形態の位置づけを明らかに
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補論２では，2011 年３月 11 日，日本では三陸沖を震源に東北地方太平洋沖地震が発生し，
依然として震災前の水準までは回復していない状況を踏まえ，福島県産農産物を材料とした
食品（以下，福島県産材料食品），なかでも農産物，カット野菜，弁当の３商品に対する購
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以上の研究成果等を詳細に検討した結果，審査員一同は博士（農業経済学）の学位を授与
する価値があると判断した。 
